令和８年度全学FD・SD
コミュニケーションのあり方が障壁となりやすい学生に対する教育とアクセシビリティ
本学は令和4年度に「九州大学ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン推進宣言」を掲げ、すべての学生・教職員があらゆる多様性を受容し、互いに尊重し合いながら、ともに活躍することのできる環境の整備を目指しています。近年、高等教育機関において、障害のある学生、発達障害の特性がある学生、メンタル不調の学生などの多様な背景やニーズを有する学生に対して、適切なコミュニケーションを行い，修学機会を保障していくことが求められています。
高等教育機関においては，教職員が指導困難な学生における社会的障壁を理解し，発達障害のある学生も含め，全ての学生が個性と能力を発揮できるように教育研究に環境を整備することが重要です。
本講演会では、『高等教育におけるアクセシビリティ』をご専門とする，京都大学 准教授の村田淳先生を講師としてお迎えし、発達障害学生をはじめとする多様な学生との対話におけるコミュニケーションの観点から、大学における教育とアクセシビリティついてご講演いただきます。
1. 日時・開催形式・場所
日時　　　　：2026年９月9日（水）　10:00～11:30
開催形式：対面
場所　　　　：九州大学伊都キャンパス稲盛財団記念館　稲盛ホール C

２．講演テーマ
コミュニケーションのあり方が障壁となりやすい学生に対する教育とアクセシビリティ

３．講師
講師：村田 淳 先生
京都大学 学生総合支援機構 准教授
DRC（障害学生支援部門）部門長／チーフコーディネーター
DIIN Center（ディスアビリティ・インクルージョンセンター）センター長
高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP）ディレクター

4．対象
九州大学所属の教職員

５．申し込み
全学FDポータル　　https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/469

6. 主催キャンパスライフ・健康支援センター
　＜本件担当＞学務部学生支援課学生支援係 
TEL：092-802-5962 E-mail：gazgakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp
